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図1. 2020年富士山太郎坊における窒素酸化物濃度． 

上）1か月間の観測結果．下）濃度が低い期間の拡大図． 
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１．はじめに 

富士山は独立峰であり，その山頂は自由対流圏に位置す

ることから，大陸からの越境汚染を調査するのに適した場所

である．大気汚染物質として重要な窒素酸化物に関して，

2014年に NOx
＊，2015年と 2016年に総反応性窒素酸化物

（NOy），2017年には越境汚染の指標として重要なNOx酸化

物質（NOz）の計測を行った．NOxや NOz濃度を求めるのに

必要な NO2濃度は一般に化学発光分析法により計測される

が，化学発光分析法では化学干渉があることから正確な

NO2濃度の計測は難しい．2018年と2019年の観測にてNO2

を，選択的に LED 光を用いて NO に分解し，生成した NO

を化学発光分析法にて計測する分析手法を検討し，富士山

頂での大気計測に応用した．しかし，その変換効率と安定

性は十分でなかった．本観測では光分解コンバータを改良

し，富士山中腹に位置する太郎坊観測所においてその性能

と富士山太郎坊での窒素酸化物計測の可能性を検証した． 

２．方法 

太郎坊観測所にて，2020年8月 18日よりNO，NO2, 

NOy濃度の計測を行った． NOy濃度の計測は，市販のMo

コンバータ化学発光分析装置（Thermo Fisher Scientific, 

model 42i-TL）を改良して用いた．装置の校正は，NO 標

準ガスとゼロガス発生装置を用いて，太郎坊観測所にて行

った．NO と NO2濃度の計測は開発した光分解コンバータ

に大気試料を通し，LED光（375nm）を 5分毎にON/OFF

することで計測した．NO2の光分解効率を，NO2標準ガスを

太郎坊観測所にて測定することで求め，NO2計測値の補正

に用いた．  

３．結果と考察 

標準試料により求めたNO2光分解コンバータのNOへの

変換効率は2019年に0.31±0.01であったのに対し，2020

年では0.616±0.001と約2倍に向上した．また120日後の

変換効率は 0.585±0.001 と若干低下したか安定して高い

変換効率を示した．富士山太郎坊の NO，NOy，NO2 およ

びNOz濃度の9月16日までの1か月間の観測結果を図1

に示す．NO，NO2，NOy,の平均濃度はそれぞれ 0.09±

1.55 ppb，0.87±3.20 ppb，1.27±2.61 ppb（±の後の数

字は標準偏差）であった．富士山頂における 2017 年 8 月

20日～22日のそれら平均濃度は 0.02±0.01 ppb，0.11±

0.10 ppb，0.41±0.25 ppbと報告されており（和田ら，分析

化学，2018）富士山太郎坊の NO，NO2，NOy濃度は富士

山頂にくらべ高く，変動が大きいことが分かった．近隣の御

殿場市街地の影響を受けていると考えられた． 

しかしながら 9月6日0:00－9月9日0:00は窒素酸化物

濃度が富士山頂と同程度に低く，また変動も小さかった

（NO: 0.01±0.07 ppb，NO2: 0.14±0.18 ppb，NOy: 0.32±

0.21 ppb）．9月6日18:00-9月7日11:00にかけてNOy濃度

は 0.1ppbであり，9月 8日 8:00-22:00にかけてNOy濃度は

0.4～0.7ppb と相対的に高かった．後方流跡線解析より先の

期間は太平洋由来，後の期間は大陸由来の気塊であること

が示唆された．上記期間の NOz濃度と O3濃度の相関をとり

近似直線の傾きを求めた．先の期間の傾きは 24.5（r=0.15）

であったのに対し，後の期間は 9.0（r=0.53）であった．相関

係数は大きくないものの，これら傾きは清浄気塊と汚染気塊

の傾きの報告値と類似しており，富士山太郎坊にて遠方か

ら移流した気塊を観測できた可能性がある．通年観測を行

い，富士山太郎坊にて越境汚染を調査できるか検証する． 

４．まとめ 

光分解コンバータを改良検討し，2020 年富士山太郎坊で

の観測に適用した．富士山太郎坊での窒素酸化物濃度は

富士山頂に比べて高く，御殿場市街地の影響を受けている

ことが示唆された．しかしながら，短い期間であるが遠方か

ら移流した気塊を観測できる可能性があることが分かった． 


